






要約:小児309名を対象に,6年間での肥満度の変化と血清脂質,リポ蛋白コレステロールの

変化との関係について検討した。男児において肥満の程度の増加に伴い,TC の増加,HDL-C

の減少,AI の増加という動脈硬化促進的左血清脂質リポ蛋白プロフィールを示した。女児

では,肥満度が増加しても,男児ほど強い血清脂質リポ蛋白プロフィールを示さなかった。

この性差については,ホルモンなどの影響が関与しているものと推測された。 


